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はじめに 

 

  笠間市が早稲田マニフェスト研究会 人材マネジメント部会（以下，「部会」という）

へ職員を派遣して，今年で９年目となり，過去の部会参加者である先輩マネ友たちは組織

の変革を職場内で，開票事務の改善や若手・中堅職員が市長室で軽食をとりながら市長と

自由に話すモーニングカフェ＠市長室、また若手職員の勉強会など，それぞれの取組みを

続けている。 

 平成３０年度の参加者である私たちは，これまでそのような活動にかかわる機会もなく， 

マネ友や部会に多少の距離を感じており，不安を抱えながらの部会参加であった。 

そのような状態ではあったが，１年間の研究会参加や職場内での活動に取組み，また幹

事団の皆様や先輩マネ友に多くのご意見ご指導をいただき，数多くの学びや気づきを得る

ことができた。 

本論文では，「部会に卒業はない」という言葉どおり，組織のありたい姿についてこれ

からも考え続け，動き続けるため，１年間の私たちの取組みと今後目指していく姿，また

そのための今後の取組みについて述べる。 

  

   

 

１．１年間の活動の概要と経過 

１）組織としての笠間市の現状把握 

  第１回研究会で「組織としての現状把握、現状から観た３０年前、３０年後のなりゆき

の未来について」「キーパーソンへのインタビュー」について課題が出された。 

   

  まず自分たちで笠間市のヒト・モノ・カネ・情報（技術）・関係について，現状を把握

した。 

  ３０年前については資料等でも把握できないものが多く、キーパーソンとして合併前の

旧３市町の３０年前を知っている部長級３名（旧市町ごと１名）議会事務局次長、教育次

長、市立病院事務局長に依頼し、①現在、②過去（①から観た３０年前）、③なりゆきの

未来（３０年後）のヒト・モノ・カネ・情報（技術）・関係について、自分たちがまとめ

た現状を提示し、各部長が考える現状、３０年前、３０年後を聞き取り、インタビューシ

ートにまとめた。部長たちにそれぞれの所管分野以外で意見を聞くことができ、とても新

鮮だった。各部長ともカタチは違えど，３０年後の未来を予想できているという印象を受

け，我々の考えの浅はかさを再認識した対話でもあった。 

  

 

 第２回研究会において、前回の宿題「インタビューシート」について他団体とのグルー

プで、振り返りを行い、インタビューの視点や進め方、キーパーソンの選び方など気づき

を得た。幹事団からは、さらに現状の深堀りをするよう課題が出される。 
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 研究会においての他団体との対話から、対象を広げること、またインタビューの進め方に

ついての検討が必要と考え、部長のほか、若手・中堅職員にもインタビューの対象を広げ、

また事前に、このインタビューにより何を掘り下げていきたいのか詳しく説明したうえで①

現在、②過去（①から観た３０年前）、③なりゆきの未来（３０年後）、④ありたい未来のヒ

ト・モノ・カネ・情報（技術）・関係について対話を重ねた。 

 

 【現状の問題】 

◇権限移譲や社会情勢の変化による事業の増加 

◇職員数減による一人当たりの業務量の増加 

◇部署間・職員間で業務量に偏りがある 

  ◇職員同士のコミュニケーション不足 

 

 

表１ インタビューシート 
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２）目指すありたい姿と変革に向けたアクションプランの検討 

  「目指すありたい姿と変革に向けたアクションプラン」の発表が夏期合宿の課題とされ

た。 

   

  組織のありたい姿を考えるため、市長、人事担当、マネ友と現状の把握、将来のありた

い姿について対話をした。 

 

 ●市長との対話 

  ・人材育成が重要である。 

  ・市長が考える２０年後→専門的な職員が必要になってくる。 

              要は各課長 

              他団体（異業種）職員との交流（勉強会？） 

              組織の再編 

  ・RPA は情報担当とともによく研究するべき。 

 

 ●人事育成担当職員との対話 

  ・職員からのボトムアップが少ない。 

  ・ＯＪＴが大事 

  ・考える組織、職員になるのが理想。 

  ・なるようになる⇒人材はそれなりに育つ。 

  

●マネ友との対話 

（現状について） 

 ・職員の危機感のなさは問題ではないか 

（２０年後のありたい組織） 

  ・働いたことに対して報われる組織 

  ・誇りをもって仕事ができる環境 

・笠間をどんな地域にしたいか具体的にイメージできている組織 

・課題の発見、解決策提案、実行のサイクルの確立 

  

 

 これらの対話により、将来ビジョン・ありたい姿とそこに向かう変革シナリオを表２のよ

うに作成した。 

 

 

しかしながら、台風接近による被害が見込まれるため、今年度の夏期合宿は中止となった。 

そのため、参加団体は課題をデータで提出、動画によりコメントを送付し、幹事団から動

画によるフィードバック動画をいただいた。 
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表２ 変革シナリオ① 

 

●幹事団からのコメント 

 ・対話が少ない。 

 ・３人の、マネ友との、組織の一体感が足りない。 

 ・現状の把握として業務量の問題を上げているが、それについて検討していない。 

業務量はだれが決めるものなのか。 

 

 

 

３）ありたい姿、変革シナリオの再検討 

  動画による幹事団からのフィードバックコメントによる気づき、また先輩マネ友が開催

してくれた茨城県内自主研修会において、対話の少なさ、また検討が浅かったことを反省

し、先輩マネ友との対話、３人での対話によりありたい姿（理想の職場）、そこ向かうア

クションプランを検討する。 
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●フィードバックコメント、先輩マネ友との対話、3 人の対話による気づき 

  ・業務量は、①個人の取組みにより変わる ②組織（管理職）が決める  

の 2 つの視点がある → 今年は個人の問題にフォーカスする。 

  ・個人能力を向上させる制度はある。 

制度のキーとなる 40 代〜課長級との問題の取り組み方に問題がある。 

  ・組織の一体感には何が必要か。 

    → *目標と情報を共有し動きやすい *困っている職員が助けを求めやすい・助けやすい 

       *問題点を課やグループ内で話しやすく意見が出やすい *休みを取りやすい 

  ・マネ友に相談して、多様な相談ができた。一緒に考えてくれて本当に助かった。 

    →結局は人と人の対話・関わり合いが重要 

  

 

２．ありたい姿と今後のシナリオ 

１）ありたい姿 

  ２０年後の地域・組織・人材のビジョンについて、以下のとおり考えた。（表３） 

  

【人材・組織】危機感を持ち→課題を見つけ→考える→実行し解決する。 

        （このサイクルの確立） 

   ※２０年後、大部分の業務についてＡＩで成り立つと考えられるが、政策の提案・検

証・見直しの決定は人が担う。その遂行には人材の能力向上や組織の提案体制の構

築が必要。 

 

 【組織】組織としての役割を持ちながら横断的に事業を遂行する。 

   ※住民ニーズの多様化による１部署だけで対応できない課題を横断的に取り組むこ

とで解決する。 

 

 【組織と地域】地域住民とも同じビジョンを共有 

   ※人材、財源が減少していくため、住民も含めてオール笠間として未来を見据えて、

協働して地域を創りあげていく。 

 

このような将来ビジョンに近づけるための過程として、目標・価値観を共有できる、動

きやすい・話しやすい・仕事のしやすい職場である「○○しやすい組織」目指す。 

 

 

２）アクションプランの作成と実践 

  ありたい姿に近づくためにアクションプランを作成した。 

  その中で、グループ内での対話の機会を増やすことについては実践できた。 

   ※やった方が断然いい、とグループ内の職員も理解してくれた。 
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表３ 変革シナリオ② 

 

 

３．次年度に向けた展望 

  この１年間で市の職員をはじめ、部会などでの対話をとおして、現状を掘り下げ、あり

たい組織の姿を考えてきたが、そのありたい組織の姿に近づけるため、次年度以降、以下

に取り組むこととする。 

 

１）中堅層との対話による現状の掘下げ 

  今後、取り組みを進めていくうえで、現状の掘下げがまだまだ足りないと感じることも

あり、私たちが組織変革の核となると考えている中堅層との対話により、部署ごとの現状

の深堀を進めていく。また対話の機会を創出することにより、その効果を実感してもらい、

部署での対話を実施、継続してもらえるよう進める。 

  対話の前段として，現状のアンケート実施。現在の部署（グループ）の雰囲気はどうか。

良い点は？また、悪い点は？前所属と比べどうか。負担にならないような適度な設問を用

意し，現状を把握する。アンケートの結果を踏まえ，中堅層との対話を重ね深堀。 
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２）全庁的な対話の機会の創出とアクションプランの再構築 

  １）の中堅層との対話をとおし、その効果を実感してもらい、各部署での対話（グルー

プミーティングなど）を実施、継続してもらうなど、全庁的に対話の機会を増加させるた

めのアクションプランの再構築を実施する。 

 

 

 

 

 

 

４．所感 

 

【市長公室秘書課 大貫徹】 

思い起こせば昨年３月，部会に派遣する職員を考えていたとき，２人は決定したが，も

う一人が。。。まさか，派遣元の部署でしかも担当である私が参加することになるとは，正

直思ってもみませんでした。私ごとになってしまいますが，車いすを使用しての参加はど

うなのだろう。参加者のかたになるべく迷惑はかけたくない。不安と丁重に断られるであ

ろう期待を抱きつつ，事務局の青木さんへメール。返信が「車いすでのご参加ぜひお待ち

しております！」青木さん，私はその言葉を待っていたわけではなかったのです。 

前置きが長くなりましたが，この部会に参加させていただき大変刺激になった１年だっ

た思います。「ダイアログ」，「地域を経営」，「ドミナントロジック」，「ありたい姿」など，

今では聞きなれた言葉となりましたが，参加当初は，何を言っているのか理解ができてい

ない状況だったのを思い出します。私は，人と議論・話し合いをすることを苦手とし，自
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分は自分，他人は他人というスタンスでこれまで業務に取り組んできており，組織のあり

たい姿など考えた機会はほぼ皆無でした。しかしながらこの部会に参加し，様々な人と触

れ，話し合いを重ねたことにより，改めて多様な意見・考え方があることに気づかされま

した。それを自分なりに噛み砕き腹落ちさせて，もう一度自分の考え方を見つめなおして

みる。そのようなサイクルができそうなきっかけとなりました。部会の中で幹事団の方か

らいただいた「多様性の中にも一貫性」という言葉が私の中で強く残りました。様々な考

え方がありつつ，１つの目標に向かっていけることができる組織は強い。大げさに言いす

ぎかもしれませんが，まさに目から鱗とはこのことかと思うくらい印象深い言葉となりま

した。「まずできることをやろうとすると，できることしかやらない。」これも幹事団から

のお言葉でしたが，今の私は「できることもやっていない。」状態です。まずは，一歩を

踏み出す勇気を持ち，できるアクションプランをひとつ実践し，その後，我々３人が目標

としたありたい姿「○○しやすい組織」につながるよう，この部会で培った知識を生かし，

見直し・改善を図りながらより良い組織の環境づくりができればと考えています。 

最後になりますが，部会幹事団・事務局・運営委員の皆様，参加された自治体の皆様，

１年間大変お世話になりました。皆様と出会い，対話することによって自分が少しだけ前

向きに変われた気がします。本当にありがとうございました。そして，一緒に部会へ行っ

てくれた井坂さん，塩田さん，当市のマネ友の皆さん，本当に感謝です。今後ともお力を

貸してください。 

 

 

【総務部財政課 井坂亜紀子】 

 第１回研究会で部会は「研修ではなく，研究の場である」ため，「部会には卒業がない」

との説明を受けた。その研究テーマが，これまで意識したことのない「組織の変革」とい

う大きなものであり，１年後どのような状態でいるのか，何らかの結果を出せるのかとて

も不安を覚えた。 

  その後，研究会や職場での活動を通し，これまで触れたことのない考え方や言葉をいた

だき，それらについて３人で対話し，さらに深く考えることが楽しくなり，先輩マネ友と

の対話の機会を得て，対話による意識の共有や一体感の醸成など重要性，有効性に気づく

ことができたと思う。 

  部会に参加し，多くの方と対話するなかで，いかに自分自身が固定概念にとらわれてい

たかということを自覚することができた。 

  １年後の今も，先輩マネ友や幹事団の皆さまから求められるレベルには，まだまだだと

思います。しかし今年１年間の活動を通じての学びや気づきをさらに深いものにしていけ

るよう，これからも取り組んでいきたい。 

最後に，貴重な経験をさせてくださった幹事団や事務局のみなさま、先輩マネ友さま、

研究会にご参加の各自治体のみなさまに感謝申し上げます。 
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【議会事務局 塩田拓生】 

・1 年研究をしてきて、つくづくモチベーションの維持が課題だった。 

・アクションプランで自分が提案した研修のフォローアップが達成できなかった。次年

度に達成していきたい。 

・はじめは対話に懐疑的だった。そもそもコミュニケーションを取ることが苦手なこと

もあった。しかし、現状・過去・未来を話し合ううちに世界が広がること、職場内でも

対話することで確かに問題点を明確にして改善に向かう一体感を感じることができた。 

・これからも様々な知識を取り入れ、多くの人と対話し様々な考え方を取り入れること

で、自分自身が問題を発見し、考え、実行することが出来る人材になっていきたい。 

・押し付けではなく世間話しをする感覚で、今回のマニ研での取り組みや、気づきや学

んだことを周りの職員にも伝えていきたい。 

・危機感を抱かない、自分のような職員がマニ研に行ったところで公費の無駄である。

何年も参加している自治体が、ずっと同じ課題を抱えて問題を解決できないのは、マニ

研に行く意味があるのかとも感じた。もちろんそれは幹事団の責任ではなく、職場を変

えることはこれだけ難しく、傷つきながら一歩を踏み出すしかないことを痛感した。 

・最後になりますが、ご指導をいただいた幹事団や事務局のみなさま、先輩マネ友、と

もに対話していただいた他自治体のみなさまに感謝申し上げます。 


